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はじめに
浮世絵の世界に写楽が登場したのは寛政六年（1794年）五月。それからおよそ十ヶ月で忽然と姿を消した。残した作品は140点以上。その画風は短期間で劇的に変化している。写楽作品の変遷を見ながら写楽の人物像を考察してみたい。

写楽作品の変遷
写楽の活動期間は短いが、作品の発表された時期、その画風によって以下の4期に分けて考えることができる。
寛政六年五月（第1期）……大判役者大首絵。役者の半身像や胸像を描いたもの。顔や姿をデフォルメし、役者の個性や表情、しぐさの特徴がくっきりと表現されている。
作品：『三代目大谷鬼次の江戸兵衛』。『中山富三郎の宮城野』など
寛政六年七月（第2期）……大判・細判役者全身像。顔よりも全身の表現で場面の雰囲気を描き出す工夫を試みている。
作品：『篠塚浦右衛門の口上図』。『三代目大谷鬼次の川島治部五郎』など
寛政六年十一月（第3期）……細判役者全身像・間判役者大首絵・相撲絵。再び大首絵を制作するが、間判という小さ目の版型で制作している。
作品：『七代目片岡仁左衛門の紀の名虎』。『初代尾上松助の足利尊氏』など
寛政七年一月（第4期）……細判役者全身像・相撲絵・武者絵等。歌舞伎の舞台以外の新しい分野にも筆を染めるが、役者絵には精彩を欠きこの4期をもって姿を消す。
作品：『大童山の土俵入り』。『二代目市川門之助』など

まとめ
写楽といえば、大首絵が有名だが、それ以降に描かれた全身像にこそ、芝居の内容と役者の芸風が的確にとらえられている。役者の内面をのぞき込み、それを自己流に解釈して表現する姿勢。美化せず内面を生々しく描きだすような筆あとや、わざと体のバランスを崩してそれを楽しむような身体描写は、同時代の絵師たちには邪道と映ったのかもしれない。
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